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１ 単元名   ５章 「三角形と四角形」 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

学習指導要領では，中学校２年生で図形を学習する目標を「基本的な平面図形の性質について，観察，

操作や実験などの活動を通して理解を深めるとともに，図形の性質の考察における数学的な推論の必要性

と意味及びその方法を理解し，論理的に考察し表現する能力を養う。」と設定している。そのことを踏ま

え，生徒が本単元を学習する意義を次のようにとらえた。 

① 特別な三角形と四角形の性質や条件が成り立つことを演繹的に考察して確かめること 

    例えば，二等辺三角形の底角が等しいことは三角形の合同条件を活用して証明することができる。こ

のように，類推的な考えや帰納的な考えによって導かれた事柄の成否は演繹的な考えによって確かめる

ことができる。数学的な推論の意味や方法の理解は，今後の数学の学習に限らず，他者に自分の考えを

伝える際に重要になると考える。 

② 特別な三角形と四角形に関する証明を読み返し，新たな性質を見いだそうとすること 

 例えば，二等辺三角形の底角が等しいことの証明から，二等辺三角形の頂角の二等分線に関する性質

を導くことができる。このように，ある命題の証明を記述して終わるのではなく，その証明をさらに追

究することが，よりよい解き方を考えようとする態度につながると考える。 

 

（２）生徒観（略） 

 

３ 単元の目標 

  観察，操作や実験などの活動を通して，三角形や平行四辺形の性質や条件についての理解を深め，論理的

に考察し表現する能力とともに証明から新たな性質を見いだそうとする態度を養う。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 見方・考え方 技 能 知識・理解 

㋐三角形や平行四辺
形の性質などに関
心をもち，それらに
ついて調べ，証明し
ようとしている。 

㋑図形の性質の証明
を読むことに関心
をもち，新たな性質
を見いだそうとし
ている。 

㋐二等辺三角形の性質
を調べ，証明すること
ができる。 

㋑平行四辺形の性質や
平行四辺形になるた
めの条件を調べ，証明
することができる。 

㋒図形の性質の証明を
読み，新たな性質を見
いだすことができる。 

㋐二等辺三角形の性質や平行四辺
形の性質，平行四辺形になるた
めの条件などを，記号を用いて
表したり，その意味を読み取っ
たりすることができる。 

㋑三角形や平行四辺形の性質の証
明から，辺や角の関係などを読
み取ることができる。 

㋒証明を読んで見いだした図形の
性質を，記号を用いて表すこと
ができる。 

㋐二等辺三角形の性質を
理解している。 

㋑直角三角形の合同条件
とその必要性を理解し
ている。 

㋒平行四辺形の性質や平
行四辺形になるため条
件を理解している。 

㋓長方形，ひし形，正方
形，平行四辺形の関係
などを理解している。 

 

５ 単元指導計画（全１８時間） 

 学習事項 主な学習活動・手だて 
評 価 

関 考 技 知 

１ 

 

 

 

 

①二等辺三角
形の性質 

 

 

 

 

①二等辺三角形の性質を理解する。 

（１時間目） 

  線分ＡＢの中点Ｍをとる。ＡＭ＝ＣＭ 

となるような点Ｃをとる。 

  このとき，ＡとＣ，ＢとＣを結んで 

 できる△ＡＢＣは，どんな三角形ですか。 

㋐ ㋐  ㋐ 

Ａ 

Ｃ 

Ｍ Ｂ 



 

２ 

 

３ 

 

４ 

②二等辺三角
形の性質 

 

 

③④二等辺三
角形になる
ための条件 

②二等辺三角形の性質を用いて証明する。 

（２時間目） 

右の二等辺三角形ＡＢＣに２本の 
の直線をひいて，合同な三角形をつ 
くってみよう。 

 

 

③定理の逆が必ず正しいと言えるか判断する。 

④二等辺三角形になるための条件を用いて証明する。           

㋑ 

㋐ 

 

 

 

㋒ 

㋐ 

 

 

 

㋑ 

㋐ 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

⑤正三角形の
性質 

 

 

⑥⑦直角三角
形の合同 

⑤二等辺三角形の性質を用いて，正三角形の性質を証明する。 

⑥直角三角形の合同条件を理解する。 

（６時間目） 
  右の四角形で，ＣＤの長さを 
求めてみよう。 

 
 
 
⑦直角三角形の合同条件を用いて証明する。 

（７時間目） 
  ∠Ａ＝９０°の直角二等辺三角形が 
ある。ＢＣ上にＢＤ＝ＢＡとなるよう 
に点Ｄをとり，Ｄを通る垂線とＡＣと 
の交点をＥとする。このとき，同じ長 

さの辺をさがしてみよう。 

㋐ ㋒ 

㋐ 

 

 

 

 

 

 

㋑ 

㋑ 

８ 

 

 

９ 

 

⑧⑨１節のま
とめ 

⑧⑨問題づくりを通して，１節で学習した定理を根拠にして証
明する。 

（８・９時間目） 

 

 

 

 

問題の条件の一部を変えた自作問題を 

つくってみよう。 

㋑ ㋒   

10 

 

 

11 

 

本

時 

 

⑩⑪平行四辺

形の性質 

 

 

⑩平行四辺形の性質を理解する。 

（１０時間目） 

  右の図のように，幅の異なる 

 テープが重なっている。 

  このとき，ｘ，ｙの値を求め 

てみよう。 

⑪平行四辺形の性質を用いて証明する。（本時） 

（１１時間目） 

  ＡＢＣＤの対角線の交点をＯと 

する。Ｏを通る直線がＡＤとＢＣ 

と交わる点をＥ，Ｆとする。 

  このとき，同じ長さの辺をさが 

してみよう。 

 

㋐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋑ 

㋑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋒ 

㋒ ㋒ 

 

 

 

【問題】ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣのＡ

Ｂ，ＡＣ上にＢＤ＝ＣＥとなるような２点Ｄ，

Ｅをとり，点Ｃ，Ｂと結ぶ。このとき，△ＤＢ

Ｃ≡△ＥＣＢであることを証明しなさい。 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｏ 

Ｅ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 



６ 本時の授業にあたって 

（１）自ら学ぶ意欲の向上を目指す 

 本時では，平行四辺形の面積を二等分する直線がすべて対角線の交点を通ることを見いだす活動を取り

入れる。実際に図形をかいたり、実測したりする操作は，図形の性質の理解を促す素地となり，生徒の図

形に対する苦手意識の改善につながると考える。さらに，このような操作は，自ら見いだした性質が成り

立つかどうかを論理的に確かめようとする態度を育成し，学習に取り組む意欲の向上につながるであろう。 

 

（２）数学的に説明し伝え合う活動を設定する･･･言語活動の充実 

 数学的に説明し伝え合う活動には，学習指導要領に示されている三つの数学的活動のウ）によると，第

１学年では「数学的な表現に慣れ，自分なりに説明し伝え合う」こと，第２学年では「根拠を明らかにし，

筋道を立てて説明し伝え合う」ことにより発展させることが求められている。 

本時は，生徒が見いだした性質から設定した課題について説明の方針を確認する。そして，証明に取り

組むという段階的に展開することで，言語活動の充実を目指したい。 

 

 

７ 本時案 

（１）本時の目標 

・平行四辺形について見いだした性質が成り立つことを，確かめようとする。 

・平行四辺形について見いだした性質を，根拠をもって説明したり，証明したりすることができる。 

 

（２）本時の展開                  ○･･･発問  △･･･補助発問  □･･･指示，説明 

学 習 活 動（下位目標） 教師の主な働きかけ【評価方法】  備  考 

 

 

 

 

 

 

 

１．平行四辺形の性質などの根拠をもち，等しい

長さの辺の組をノートにかくことができる。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＡＥ＝ＣＦであることを示すために△ＯＡＥ

と△ＯＣＦに着目し，合同であることを証明す

ればよいことを発表することができる。 

 

 

３．２で確認した方針にしたがって，証明をノー

トに記述することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「図の中で，同じ長さの辺をさ

がしてみましょう。」 

【ノート】 

 

 

 

 

□「確認してみましょう。」 

      【ペア活動・発表】 

△「なぜ，ＡＥとＣＦは等しいの

でしょうか。」 

 

 

 

 

○「ＡＥとＣＦをふくむ三角形は

どれですか。」 【発表】 

△「使う合同条件はどれですか。」 

 

 

○「方針にしたがって，証明して

みましょう。」 【ノート】 

 

 

□「全体で確認しましょう。」 

 

◇問題文だけを提示

し，生徒に図をかか

せる。 

 

 

 

◇直観的でよいが，理

由を問う。 

  

 

 

 

 

 

◇生徒に証明の必要

感をもたせたい。 

 

 

 

 

◇証明の方針を全体

で確認してから個

人の活動にする。 

 

 

※解決できない生徒

への配慮：これまで

の証明の記述を参

考にするよう促す。 

 （ｐ１３２も参考と

なる。） 

【問題】  

   ＡＢＣＤの対角線の交点をＯと 

する。Ｏを通る直線がＡＤとＢＣと 

交わる点をＥ，Ｆとする。 

  

【課題】 いつでもＡＥとＣＦの長さは等しいのだろうか？ 

ＡＢ＝ＣＤ（平行四辺形の対辺）ＡＤ＝ＣＢ（平行四辺形の対辺）ＡＯ＝ＣＯ（平行四辺形の対角線） 

ＢＯ＝ＤＯ（平行四辺形の対角線）ＡＥ＝ＣＦ（？）ＯＥ＝ＯＦ（？）ＤＥ＝ＢＦ（？） 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｏ 

Ｅ 

Ｆ 



 

 

 

 

 

△「ＯＥ＝ＯＦは証明できそうで

すか。」 

 

 

 

 

 

◇証明を読み返し，Ｏ

Ｅ＝ＯＦも示して

いることに気づか

せたい。 

 

４．ＤＥ＝ＢＦであることを示すために△ＯＢＦ

と△ＯＤＥに着目し，合同であることを証明す

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．本日の授業のポイントを板書でふり返り，確

認する。 

 

 

 

 

 

 

６．練習問題に取り組み，命題を証明することが

できる。 

   下の図で， ＡＢＣＤの対角線ＢＤ上に，Ｂ

Ｅ＝ＤＦとなるように２点Ｅ，ＦをとるとＡ

Ｅ＝ＣＦになることを証明しなさい。 

  （教科書ｐ132のたしかめ②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ＤＥ＝ＢＦを証明してみよ

う。」    【ノート】 

 

 

□「全体で確認しましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「今日の授業では，前時で習っ

たことがらを使っている。ど

れだろうか。」 【発言】 

 

 

 

 

 

○「練習問題に取り組もう。」 

    【ワークシート・ノート】 

 

△「授業で記述した証明を参考に

しましょう。」 

 

□「全体で確認しよう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇三段論法でも証明

できることにも触

れたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本時の板書からポ

イントを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※解決できない生徒

への配慮：板書の証

明を参考にするよ

う促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに習った三角形の合同や
平行四辺形の性質を利用して，新し
い性質が成り立つことを証明するこ
とができる。 

＜証明＞  

△ＯＢＦと△ＯＤＥについて， 

平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わる

から， ＯＢ＝ＯＤ･･･① 

対頂角は等しいから， 

∠ＢＯＦ＝∠ＤＯＥ･･･② 

平行線の錯角は等しいから， 

 ∠ＯＢＦ＝∠ＯＤＥ･･･③ 

①，②，③より１組の辺とその両端の角がそれぞ
れ等しいから，△ＯＢＦ≡△ＯＤＥ 

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから， 

  ＤＥ＝ＢＦ 

 

 

 

＜証明＞  

△ＯＡＥと△ＯＣＦについて， 

平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わる
から， ＯＡ＝ＯＣ･･･① 

対頂角は等しいから， 

∠ＡＯＥ＝∠ＣＯＦ･･･② 

平行線の錯角は等しいから， 

 ∠ＯＡＥ＝∠ＯＣＦ･･･③ 

①，②，③より１組の辺とその両端の角がそれぞ
れ等しいから，△ＯＡＥ≡△ＯＣＦ 

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから， 

  ＡＥ＝ＣＦ 

 

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｏ 
Ｅ 

Ｆ ＜証明＞  

△ＡＢＥと△ＣＤＦについて， 

仮定より，ＢＥ＝ＤＦ･･･① 

平行四辺形の対辺は等しいから，ＡＢ＝ＣＤ･･･② 

平行線の錯角は等しいから，  

∠ＡＢＥ＝∠ＣＤＦ･･･③ 

２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから， 

△ＡＢＥ≡△ＣＤＦ 

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから， 

ＡＥ＝ＣＦ 

＜別の証明＞  

平行四辺形の対辺は等しいから，ＡＤ＝ＣＢ 

証明㋐より，ＡＥ＝ＣＦ 

ＤＥ＝ＡＤ－ＡＥ 

ＢＦ＝ＣＢ－ＣＦ 

したがって， ＤＥ＝ＢＦ 

 

 

 


